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学校経営基本方針『こころ豊かに』～「共に」語り合い、分かち合い、成長する学校～

【今年度最初の定期テスト！ ～学力向上最優先。部活動とのメリハリのある生活を。～】
５月１５日（金）は、今年度初めての定期テストが行われました。授業へ集中して取り組み身

につけた学習内容を家庭学習などでの授業外の学習で積み重ね、学習内容の再確認をし、その定

着度を確かめ、それ以降の学習への取り組みの目安とするために行われます。

特に、１年生は初めての定期テストとなります。事前に計画表を作成すると共に、３日前から

はテスト集中期間として、部活動等もなくして学習に集中できるようにしてあります。計画的に

活動に取り組める力を身につけられるよう指導する一方で、時間を有効に活用する力、場面を理

解し場に応じた行動ができる力も身につくよう指導しています。

もうすぐ結果が渡されます。トップの人は今年１年間そのトップを守り続けるべく努力を継続

しましょう。納得のいく結果が得られなかった人は自らの取り組みを反省し、次回こそはという

気持ちをもたなくていいよう、意欲に行動を伴わせ日々の学習に全力で取り組んでいくようにし

ましょう。それぞれによくがんばりました。

【応援ありがとうございました。～早朝から放課後まで、先生と共にがんばりました！～】
５月１３日（水）は、田村支部陸上競技大会が開催されました。

この時期、支部陸上大会候補選手の生徒、指導の教員にとって、朝の練習、勉強、放課後の練

習、そんな生活が１カ月以上続きます。候補選手となった誇りと自信を胸に、苦しい練習に取り

組みます。そんなとき、隣を共に走る友達の存在が大きな心の支えとなります。

ひたむきに、そして、懸命に、走り、跳び、投げ、つなげるわが岩江中学校選手に心から拍手

を送りたいと思いました。「がんばれ！」と声をかけるのもはばかられるほど、選手たちは一生

懸命でした。

選手のみなさん、指導の先生方、本当にお疲れ様でした。本当に、本当に、よくがんばりまし

た。また、応援いただいた保護者・地域のみなさん、お世話になりました。

【本校ＰＴＡ会長様、田村地Ｐ連会長に就任。～岩江中、田村地方のまとめ役として！～】
５月１２日（火）に、田村市船引公民館において、平成２７年度田村地方ＰＴＡ連合会総会が



開催されました。平成２６年度の反省と２７年度の計画確認、そして、平成２７年度の役員改選

が行われ、本校の伊藤ＰＴＡ会長様が、田村地Ｐ連の新会長に選出されました。それに伴い、事

務局長や幹事職も本校より委嘱されました。

学校の教育活動をバックアップしてくださるＰＴＡのみなさん、さらには、田村地方ＰＴＡ会

員相互のつながりづくりという重要な役割を担われた本校会長様。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

【教育実習が始まりました。～卒業生３名が教員をめざして教員になるため勉強します！～】
５月１８日（月）から、岩江中学校には３名の大学生が教育実習に取り組んでいます。３名の

“先生の卵”はそれぞれ、国語・社会・英語の先生をめざし、１－１、２－１、２－２の学級に

所属しながら、講話・講義に耳を傾けたり授業を参観したりして、大学で学ぶ理論を実際に確か

め、体感してみる機会となります。

３名の“先生の卵“とお話しさせていただく機会があり、遠い昔、自分も出身中学校にお世話

になり、実習終了後にその別れにとても悲しい思いをしたときのことを思い出しました。

１８日の教育実習初日には、給食の時間の「いただきます。」の前に時間をいただいて、子ど

もたちへあいさつをいただきました。子どもたちにとっては先輩のお姉さんであると同時に、最

新の教育情報を身につけた若い先生でもあります。

大人への入口にさしかかり、さまざまな喜びや悩みを抱えている子どもたちと、「共に」語り

合い、「共に」分かち合い、「共に」成長する機会となりますよう期待してやみません。

３名の実習生のみなさん、どうぞよろしくお願いします。

【おいしい給食ありがとうございます。～子どもたちを思う心とプロの技に支えられ！～】
学校生活の大きな楽しみの一つに『学校給食』があります。校舎周辺を給食の時間の前に巡視

していると、とてもいいにおいが漂ってきます。朝の校庭ではパンの焼けるいいにおいもしてき

ますが、わが岩江中学校の給食は特別です。左下の写真の卵スープは岩江中学校の口の中を“ア

チアチ”“フーフー”言わせたおいしい給食でもあります。毎日、衛生面には最善の配慮をここ

ろがけ、下ごしらえから後片づけまで子どもたちや先生方のために心を込めてつくっていただけ

るおいしい給食。毎日本当にありがとうございます。ごちそうさまです。


